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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第３四半期連結
累計期間

第39期
第３四半期連結

累計期間
第38期

会計期間

自2017年
４月１日
至2017年
12月31日

自2018年
４月１日
至2018年
12月31日

自2017年
４月１日
至2018年
３月31日

売上高 （千円） 6,959,915 7,836,987 9,785,504

経常利益 （千円） 712,941 547,603 834,513

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 139,790 371,066 441,021

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 407,731 445,667 728,035

純資産額 （千円） 11,044,722 11,597,494 11,365,027

総資産額 （千円） 16,389,403 17,988,679 17,340,254

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 20.40 54.16 64.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - - -

自己資本比率 （％） 66.8 63.9 65.0

 

回次
第38期

第３四半期
連結会計期間

第39期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2017年10月１日
至2017年12月31日

自2018年10月１日
至2018年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.77 25.55

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済状況は、国内株価が10月をピークに落ち込みを見せ、設備投資

の減退や国際情勢の不安定など、景気の先行きに対する不透明感は見られるものの、雇用環境や企業収益の改善を

背景に、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

情報サービス産業においても、Windows7サポート終了を迎えることによる買替需要の影響を受け、国内法人向け

のPC出荷数は高水準で推移しており、ICT（情報通信技術）への投資は堅調に続くと予想しております。

当社グループでは、2018年10月より「PCA 戦略フォーラム2019」を全国主要都市にて開催し、「改元」「消費税

改正」という制度対応、また、「クラウド」「RPA」を活用したデジタルファーストの製品をアピールして参りま

した。ユーザーの業務改善につながる様々なニーズに対応すべく、販売パートナーとともに引き続きサービス提供

を展開してまいります。

また、引き続き「働き方改革」への取り組みは注目されており、「就業管理システム」は大幅に導入件数を伸ば

し、業績に寄与しております。

2008年５月に提供を開始したクラウドサービス「PCAクラウド（当初はPCA for SaaSと呼称）」の利用社数は、

順調に増加しており、このような状況下において、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は

7,836,987千円（前年同期比12.6％増）となりました。このうち、クラウド売上高は1,763,901千円（前年同期比

31.1％増）となっております。利益項目については、次期製品開発に向けた研究開発投資や、退職金規程の改定に

伴い過去勤務費用の一括費用処理をしたため、営業利益521,867千円（前年同期比23.7％減）、経常利益547,603千

円（前年同期比23.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益371,066千円（前年同期比165.4％増）となりまし

た。

 

当社グループは単一セグメントにつき、セグメントごとの記載に代えて、種類別売上高を記載しております。

種類別売上高

種 類 売上高（千円） 構成比(％) 前年同期比増減（％）

製 品

(従来型ソフトウエア)
1,333,471 17.0 7.3

商 品 ( 帳 票 等 ) 782,119 10.0 4.7

保 守 サ ー ビ ス 2,318,632 29.6 △0.6

ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 1,763,901 22.5 31.1

そ の 他 営 業 収 入 1,638,862 20.9 26.9

合 計 7,836,987 100.0 12.6

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針、経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、529,331千円であります。なお、当第３四

半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（５）経営成績に重要な影響を与える要因

（外部環境要因）

　当社グループを取り巻く事業環境は、会計基準の変更、税法等の改正及び各種制度の改正などによって、ソフトウェア

の更新需要が大きく変動する傾向があり、当社グループの経営成績に重要な影響を及ぼすことが考えられます。

（内部環境要因）

当社グループでは、パッケージソフトウェアの製品開発において、「研究開発費等に係る会計基準」（企業会計審議会

平成10年３月13日）に基づき費用配分の会計処理をしております。

当社グループにおける製品開発については、既存のソフトウェアに新しい機能等を付加した、いわゆるアップグレード

版のソフトウェアの開発もおこなっており、そのような場合には、次期以降の収益との対応を図る観点から、無形固定資

産に資産計上しております。

従いまして、製品開発の状況によっては、当期の費用となるものと、資産計上をしてから次期以降の費用になるものと

の金額の変動により、当社グループの経営成績に重要な影響を及ぼすことが考えられます。

 

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第３四半期連結会計期間末の当社グループの資金状況は、流動比率が284.2％（流動資産11,128,477千円÷流動負債

3,915,330千円）となっており、十分な流動性を確保しているものと認識しております。

（７）業績の季節的変動に係る影響について

当社グループの売上高は、決算期末に基幹業務システムの切り替えを行う企業が多いことから、３月決算会社の決算期

に合わせて新製品のリリース等を行っているため、第４四半期に偏重する傾向を有しております。したがって、第４四半

期の売上高の達成状況により、年間の業績見込が変動するリスクがあります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,695,000

計 23,695,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）

（2018年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2019年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,700,000 7,700,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 7,700,000 7,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2018年10月1日～

2018年12月31日
－ 7,700,000 － 890,400 － 1,919,120

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2018年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

2018年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式   848,700 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式 6,849,700 68,497 －

単元未満株式 　普通株式     1,600 － 　１単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 7,700,000 － －

総株主の議決権 － 68,497 －

　（注）単元未満株式数に、自己株式72株を含んでおります。

 

②【自己株式等】

2018年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ピー・シー・エー株式会社
東京都千代田区富士見

１－２－２１
848,700 － 848,700 11.02

計 － 848,700 － 848,700 11.02

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

ピー・シー・エー株式会社(E04894)

四半期報告書

 6/15



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2018年10月１日から2018

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,268,810 7,218,999

受取手形及び売掛金 1,710,238 1,497,579

たな卸資産 110,733 100,820

有価証券 999,979 1,499,983

その他 638,714 813,607

貸倒引当金 △3,162 △2,513

流動資産合計 10,725,313 11,128,477

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 961,916 940,955

土地 2,399,934 2,399,934

その他（純額） 108,908 105,131

有形固定資産合計 3,470,758 3,446,021

無形固定資産   

その他 454,555 178,148

無形固定資産合計 454,555 178,148

投資その他の資産   

その他 2,691,689 3,237,974

貸倒引当金 △2,062 △1,942

投資その他の資産合計 2,689,627 3,236,031

固定資産合計 6,614,941 6,860,201

資産合計 17,340,254 17,988,679

負債の部   

流動負債   

買掛金 161,220 150,099

未払法人税等 96,299 100,793

前受収益 2,203,324 2,441,770

賞与引当金 227,386 63,636

その他 1,122,474 1,159,029

流動負債合計 3,810,704 3,915,330

固定負債   

長期前受収益 864,955 1,044,098

役員退職慰労引当金 170,826 30,939

株式報酬引当金 - 20,404

退職給付に係る負債 1,062,429 1,192,829

資産除去債務 66,311 56,691

その他 - 130,890

固定負債合計 2,164,522 2,475,854

負債合計 5,975,227 6,391,184
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 890,400 890,400

資本剰余金 1,919,120 1,919,120

利益剰余金 8,961,540 9,120,217

自己株式 △1,039,321 △1,039,400

株主資本合計 10,731,739 10,890,336

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 534,426 603,259

その他の包括利益累計額合計 534,426 603,259

非支配株主持分 98,861 103,899

純資産合計 11,365,027 11,597,494

負債純資産合計 17,340,254 17,988,679
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

売上高 6,959,915 7,836,987

売上原価 2,953,869 3,469,766

売上総利益 4,006,046 4,367,220

販売費及び一般管理費 3,321,966 3,845,352

営業利益 684,079 521,867

営業外収益   

受取利息 318 1,909

受取配当金 9,043 11,215

受取賃貸料 14,287 6,665

その他 5,225 9,879

営業外収益合計 28,874 29,670

営業外費用   

その他 12 3,934

営業外費用合計 12 3,934

経常利益 712,941 547,603

特別利益   

固定資産売却益 13,755 -

投資有価証券売却益 - 63,545

特別利益合計 13,755 63,545

特別損失   

減損損失 244,405 -

特別損失合計 244,405 -

税金等調整前四半期純利益 482,291 611,148

法人税等 351,005 234,313

四半期純利益 131,286 376,835

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△8,503 5,769

親会社株主に帰属する四半期純利益 139,790 371,066
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

四半期純利益 131,286 376,835

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 276,444 68,832

その他の包括利益合計 276,444 68,832

四半期包括利益 407,731 445,667

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 416,235 439,898

非支配株主に係る四半期包括利益 △8,503 5,769
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

　　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

　（退職金規程の変更について）

当社は、2018年12月１日に退職金規程の改定を行い、退職金基礎率を変更いたしました。これに伴い、退職給

付債務が113,824千円増加いたしました。この退職給付債務の増加は過去勤務費用に該当するため、当社の定め

る会計方針に従い、一括費用処理しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

売上高又は営業費用に著しい季節的変動がある場合

当社グループの売上高は、決算期末に基幹業務システムの切り替えを行う企業が多いことから、３月決算会社

の決算期に合わせて新製品のリリース等を行っているため、第４四半期に偏重する傾向を有しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

減価償却費 340,513千円 363,220千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年12月31日）

　配当金支払額

　　（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月23日

定時株主総会
普通株式 212,391 31.00 2017年３月31日 2017年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

　配当金支払額

　　（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月22日

定時株主総会
普通株式 212,389 31.00 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日

至　2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 20円40銭 54円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 139,790 371,066

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
139,790 371,066

普通株式の期中平均株式数（株） 6,851,318 6,851,243

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（自己株式の取得及び自己株式の公開買付け）

当社は、2018年11月28日開催の取締役会において、会社法（平成17年法律第86号。その後の改正を含みます。）第

165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条第１項及び当社定款の規定に基づき、自己株式の取得及

びその具体的な取得方法として自己株式の公開買付けを行うことを決議し、自己株式を取得いたしました。

 

1.　自己株式の取得及び自己株式の公開買付けの目的

当社は、当社大株主からその保有する当社普通株式の一部について、売却する意向がある旨の連絡を受け、そ

の保有する当社普通株式の売却により、一時的にまとまった数量の当社普通株式が市場に放出された場合におけ

る当社普通株式の流動性及び市場株価への影響、並びに当社の財務状況等に鑑みて、当該株式を自己株式として

取得することについての具体的な検討を行いました。

その結果、当該株式を自己株式として取得することは、当社の１株当たり当期純利益(EPS）等の資本効率の向

上に寄与し、株主の皆様に対する利益還元に繋がるものと判断いたしました。

また、かかる自己株式の取得を行った場合においても、当社の財務状況等に大きな影響を与えることなく、財

務の健全性及び安全性を維持できると判断いたしました。

上記の要素を総合的に勘案した結果、当社が当該株式を自己株式として買い受けることとし、また、自己株式

の具体的な取得方法につきましては、株主間の平等性、取引の透明性の観点から、公開買付けの方法が適切であ

ると判断いたしました。

 

2.　自己株式の取得に関する取締役会決議内容

(1) 取得する株式の種類　　普通株式

(2) 取得する株式の総数　　220,100株（上限）

(3) 取得価額の総額　　　　395,739,800円（上限）

(4) 取得する期間　　　　　2018年11月29日から2019年１月31日まで

 

3.　自己株式の公開買い付けの概要

(1) 買付予定数　　　　　　220,000株

(2) 買付け等の価格　　　　普通株式１株につき、金1,798円

(3) 買付け等の期間　　　　2018年11月29日から2018年12月27日まで

(4) 決済の開始日　　　　　2019年１月25日

 

4.　自己株式の取得結果

(1) 取得した株式の種類　　普通株式

(2) 取得した株式の総数　　200,000株

(3) 取得価額の総額　　　　359,600,000円

(4) 取得日　　　　　　　　2019年１月25日

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

2019年２月13日

ピー・シー・エー株式会社

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　淳一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福原　崇二　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているピー・シー・

エー株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2018年10月１日から

2018年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ピー・シー・エー株式会社及び連結子会社の2018年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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